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【第２学年】
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２　課題と
取組

１．「敬語」において、解答が分散、誤答選択肢と正答選択肢の人数が接近している。
２．「漢字の由来」において、誤答選択肢と正答選択肢の人数が接近している。

１．普段の会話の中では丁寧語が多いため、尊敬語・謙譲語への理解が不十分である。
２．音読み・訓読みの理解が不十分である。

１．シチュエーションを想定したロールプレイを行い、校外学習の際に生かす。
２．.新出単語を学習する際、音読み・訓読みを押さえる。

【第６学年】

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった
課題と学力向上に向けた取組

品川区立京陽小学校

１　概要
全体正答率は目標値を大きく上回っている。
領域ごとにばらつきはあるものの、基礎・活用どちらも目標値を上回っている。

【学校全体の結果】
・目標値と比較して上回っているのは６年生、同等なのは２～５年生である。
・前年度からの成長を見ると、５年生のみが４年生の時よりもスコアが上がっているが、その他の学年はすべて
前年度よりもスコアが下がっている。
・基礎・活用ごとの分析を見ると、どの学年も目標値を上回っており、特に４年生以上では活用の問題で平均正
答率が高い。

１　概要
全体正答率は、目標値を上回っている。しかし、区の平均と比べると、教科全体、基礎、活用に
おいては目標値を下回る結果となっている。

２　課題と
取組

「漢字を書く」「調べたことをもとに文章を書く」「文章を書く」の領域が目標値を大きく下回って
る。「書く」ということに課題が見られる。

１．漢字を正しく習得できていない。
２．分かったことや自分の考え、思いなどを文章に表すことができない。

１．小テストやICTを活用して漢字の定着を図る
２．日頃から、自分の考えを文章に表す活動を取り入れる。

１　概要
全体正答率は目標値を上回っている。
基礎・活用・知識・思考共に、わずかに上回っているが、児童による差がある。

２　課題と
取組

全体的に全国値を超えているが、「我が国の言語文化に関する事項」の領域が少し弱い。

１．世の中全体として、電子機器の発達により会話が減少傾向にあることや、日常会話から語
彙を学ぶ場が少ないことが考えられる。また、学習したことが積み重ねられていない。

１．常に会話の中で語彙を意識しながら学習を進めていく。
２．学習したことを家庭学習や復習などで、反復的な学習をしていく。

【第３学年】

１　概要
全体正答率は目標値を上回っている。
基礎、活用どちらも同等に平均をわずかに上回っているが、領域ごとにばらつきがある。

２　課題と
取組

１．領域別「情報の扱い方に関する事項」の正答率が、目標値より下回っている。
２．内容別「書くこと」に関する正答率が、目標値より下回っている。

１．文章を読んで、内容を順序立てて整理する力が弱い。
２．漢字を書く問題の誤答と無回答が非常に多いため、日頃の習得不足が考えられる。

１.文章読解を行う際に、順序を考えながら読み取る意識をして授業を行う。
２．漢字のミニテストを週１回行い、習熟を図る。

１　概要
全体の正答率は、目標値を上回っている。
基礎は上回っているが、活用は下回っている。

２　課題と
取組

１．領域別「情報の扱い方に関する事項」の正答率が、目標値より下回っている。
２．内容別「文章を書く」に関する正答率が、目標値より下回っている。

１．文章を読み、重要な語を考え選び出す力が弱く、誤答が多い。
２．語彙力が低く、伝えたいことを明確にして文を書くことができていない。

１．文章読解を行う際に、重要となる言葉を読み取る意識をして授業を行う。
２．語彙力を高めるため、似た意味の言葉を考える等の練習を行い習熟を図る。


